
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

県内企業・大学・産技研の継続的な交流と研究のもと新製品の開発に取り組み、一部製品は製品化に近づいている今後も、外部資

金の獲得など社会実装に向けた取り組みを推進していく。

千円

決算額 1,927 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 2,554 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 200.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 4 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 ー 件 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 7 件

目標値 2 件 目標値 ー

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.2 時点･期間 R5年度 時点･期間 ー 時点･期間 ー

始期 R3

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

企業によるペット関連商品及び試作品件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

現時点までに想定通りの成果が得られており、県内企業、岡山理科大学獣医学部、愛媛大学とのこれまでの研究成

果を発展させた取組みを行うものであることから、今年度のKPI達成も十分見込めるため、見直しは想定していな

い。

当初 事　項 ペット等関連産業参入支援事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

県内ものづくり企業の新たな産業分野への参入を促進するため、産学官が連携して県産品や県

内企業が有する技術を活用した競争力の高いペット関連製品の開発を行う。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 6,454 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 6,894 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

件 実績値 件

達成率 100.00 ％ 達成率 ％

ー 件

実績値 4 件 実績値 件 実績値

4 件 目標値 ー 件 目標値

ー 時点･期間 ー

現状値 4 件

目標値 4 件 目標値

R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間

R6

Ｋ  P  Ｉ

賞味期限延長の技術開発件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 えひめ食品賞味期限延長技術開発事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

愛媛の食品産業の活性化及び国際競争力強化のため、食品の消費・賞味期限の延長技術を確立

することにより、県内企業の商機・販路の拡大を図る。

始期 R4

終期

令和５年度　　事後評価シート
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4

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

延べ６社が事業に参加し、各社においてこれまでにないアウトドア向け新商品が開発され、累計約650万円の売上が上がったことにより、KGI実績値の向上に好影響を与える

ことが出来た。令和６年度からは、本事業に外部専門家として参画した㈱NST主導の元、県繊維産業技術センターと連携しながらアウトドア関連業界への地場産品の展開を進

めることとしている。

千円

決算額 1,191 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 1,300 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 116.67 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 7 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 ー 件 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 4 件

目標値 6 件 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間 ー

始期 R4

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

愛媛県の伝統的特産品事業の新商品・事業化件数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

現時点までに想定通りの成果が得られており、更なる冷感性の向上に向けた研究開発や試作品の改良等により、今

年度のKPI達成も十分見込めるため、見直しは想定していない。

当初 事　項 地場産品イノベーション支援事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

生産額が年々減少する愛媛の伝統的特産品の新たな市場を開拓するため、デザイ

ン性が高く、機能性に優れた商品開発を支援する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 4,000 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,500 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 2 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 ー 件 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 ー 件

目標値 2 件 目標値 2

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 ー 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 ー

始期 R5

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

新技術・新素材開発件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 冷感紙関連技術創出事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

国内市場の縮小等により、生産量が減少している紙・繊維業界の活性化を図るため、新たな分

野への参入を目指し、成長市場と見込まれる冷感素材製品の開発に取り組む。
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6

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

首都圏での大型展示会や海外での販路開拓支援、クラウドファンディングを活用した商品開発支援など、砥部焼産業の振興に寄与する取組みを実施したことで新たなデザイン

が数多く生み出され、目標を大幅に上回るKPIの達成及びKGI実績値の向上に好影響を与えることが出来た。令和６年度からは「えひめの伝統工芸活性化支援事業」として、

砥部焼産地をけん引するリーディングカンパニーの育成を通じて、更なる業界全体の底上げを図る。

千円

決算額 7,582 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 8,384 千円
最終現計予

算額

実績値 点

達成率 176.67 ％ 達成率 ％ 達成率

点

実績値 53 点 実績値 点 実績値 点

点 目標値 ー 点 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 20 点

目標値 30 点 目標値 ー

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度見込 時点･期間 R5年度 時点･期間 ー 時点･期間 ー

始期 R4

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

新たに生み出される砥部焼のデザイン数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

現時点までに想定通りの成果が得られており、技術の社会実装化に向けた県内企業との共同研究、並びに柑橘ナノ

ファイバーのブランド化に向けた愛媛大学との共同研究により、今年度のKPI達成も十分見込めるため、見直しは

想定していない。

当初 事　項 新感覚クラフト産業活性化支援事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

県の伝統産業である砥部焼や菊間瓦の販路拡大を図るため、時代のニーズに即した、これまで

の伝統にとらわれない新たな発想やデザインを取り入れた商品開発を支援する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 5,703 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 5,848 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 112.50 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 9 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 ー 件 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 7 件

目標値 8 件 目標値 10

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R1～4.10 時点･期間 R１～5年度 時点･期間 R1～6年度 時点･期間 ー

始期 R4

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

セルロースナノファイバー関連製品化件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 愛媛セルロースナノファイバー関連技術社会実装事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

CNF（セルロースナノファイバー）先進県を目指し、柑橘ナノファイバーのブランド化とこれ

まで得られたCNF技術シーズの社会実装化を進めるとともに、人材育成に継続して取り組むこ

とで、県内CNF関連産業の活性化を図る。
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8

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

現時点までに想定を上回る成果が得られており、引き続き県内企業に対する届出支援を実施することで今年度の

KPI達成も十分見込めるため、見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 2,928 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 3,140 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 133.33 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 4 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 3 件 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 2 件

目標値 3 件 目標値 3

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 R2

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

消費者庁への機能性表示食品の届出件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和５年度のKPIの実績は想定以上の成果が出ているほか、令和６年度に計上した予算規模を踏まえると、KPIは

目標達成すると考えられることから、今年度の執行方法等の見直しは想定していない。

当初 事　項 機能性食品等開発支援事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

地域経済の活性化を図るため、県内の産業・企業の特徴を踏まえた、機能性表示食品の開発や

医療・福祉機器などヘルスケア産業への参入を支援する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 26,853 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 31,203 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 250.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 5 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 6 件 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 ー 件

目標値 2 件 目標値 4

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 ー 時点･期間 R5年度 時点･期間 R5～6年度 時点･期間 R5～7年度

始期 R5

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

新技術開発や新商品開発をした県内企業数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 新技術開発プロジェクト支援事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

県内企業の競争優位性を確保し、県内経済の持続的な発展を図るため、中小企業者が実施する

新製品や新サービスの展開につながるコアな技術開発を支援する。



9

10

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和6年度中の設計完了を目標としている。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

本館の玄関庇及び内部階段に関して、追加で構造調査を実施する必要が生じたため、年度内に設計業務を完了させることができな

いことから、令和６年度に予算を繰り越し、設計期間を延長した。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 15 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 30 千円
最終現計予

算額

実績値 %

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 0 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 ー % 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 ー %

目標値 0 % 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 ー 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 ー

始期 R5

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

耐震改修設計完了割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和５年度のKPIの実績は目標値を達成していることから、今年度の執行方法等の見直しは想定していない。

2月

補正

後

事　項 産業技術研究所耐震改修設計事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要
施設利用者等の安全確保のため、産業技術研究所の耐震改修設計を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 34,184 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 46,431 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 4 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 4 件 目標値 4

時点･期間 R8年度

現状値 4 件

目標値 4 件 目標値 4

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.2 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H14

終期

Ｋ  P  Ｉ

産学官共同研究件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 産学官連携推進事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

地域産業の活性化を図るため、産学官連携システムを構築し、研究開発と事業化を継続的に実

施するとともに、外部資金を効率的に獲得できるよう、技術プロジェクトの育成を総合的に支

援する体制を強化する。
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12

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

想定通りの成果が得られており、今年度も県内中小企業の技術高度化や新商品開発につながる研究課題を選定する

こととしているため、見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 9,907 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 10,700 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 10 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 10 件 目標値 10

時点･期間 R8年度

現状値 10 件

目標値 10 件 目標値 10

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.1 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H20

終期

Ｋ  P  Ｉ

試験研究・基礎研究数（本事業分）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

年度内の機器整備の完了を目標としており、執行方法等の見直しは想定していない。

当初 事　項 産業技術研究所試験研究費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

地域産業の活性化を図るため、産業技術研究所が各分野における課題解決に向けた研究に取り

組むことにより、県内中小企業の技術力向上及び新製品開発につなげる。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 49,335 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 55,454 千円
最終現計予

算額

実績値 %

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 100 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 100 % 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 ー %

目標値 100 % 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 ー 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H30

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

機器等整備進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

12月

補正

後

事　項 産業技術研究所試験研究機器整備事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

中小企業の製品開発力向上等を支援するため、産業技術研究所の機器を整備す

る。
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見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和３～５年度のKPIの実績は目標値を達成していることから、今年度の執行方法等の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 8,167 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 9,066 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 300.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 9 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 ー 件 目標値 ー

時点･期間 ー

現状値 1 件

目標値 3 件 目標値 ー

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3～4.12 時点･期間 R3～5年度 時点･期間 ー 時点･期間 ー

始期 R3

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

５Ｇ関連技術の導入・製品化件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 ５Ｇ活用イノベーション創出事業費 予算主管課 産業創出課

事　業

概　要

多くの産業に変革をもたらす可能性がある5Gを活用した技術や新製品の研究開

発等を支援することにより、県内企業の競争力の向上を図る。


